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おもな内容 : <>科学者レオナルドダピンチ特別展示会 国立科学博物館で開催中 く〉科学技術館で

希望館に展示品を譲渡 く〉山形県立博物館の人事異動・組織の改正 く〉全科協 、北から南か

ら多大阪市立自然史博物館 <>会員館園の紹介 川崎市青少年科学館
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科学者レオナルドダピンチ特別展示会

一一国立科学博物館で開催中一一

レオ ナノレ ドダ ピンチは，モナリずの作者として，

日本国民lζ よく知られており，美術史上，イタソア ノレ

ネ y サンス期K大きな業績をの乙している . しかし彼は

一面哲学者 ・思想家などとも言われるが，同時に科学者

・ 技術者としても多くの分野に亘 っ て独創的な考案，ア

イデアを残した優れた人でもある 彼の独創的な考え方

は，今日の科学技術の基礎分野に多く取り入れられてお

り，近代科学技術発達の上に大きな役割を果す こ ととな

っ Tこ

乙のようなダ ピンチの優れた科学的技術的業績を展

示 し，彼の自由潤逮であくまで事物を科学的に追求する

考え方を学ぶこと によって，日本の青少年K対し大きな

示唆を与えるこ とを期待して， 乙の度の展示会がもたれ

た.

乙の展示会は，イタリア国立レオナノレド ダ ピ ンチ

科学技術博物館，スブォノレツァ城古美術博物館，アン プ

ロ乙ノアーナ図書館の特別の ζ好意により ， ダ ピンチの

手記から忠実に作成されたモデノレ44点をはじめとして，

レオナノレド派の原画 4 点を含む作品28点と，それ等をX

線写真で分析した資料で構成されている.

展示会は国立科学博物館 2 号館(現理工学館〕の 1-

3 階を使用しており，主な展示資料は次のとおりであ

る .

1 ) イタ Y ア国立レオナノレド ダ ピシチ科学技術博

物館から提供された資料

植物学関係 葉序(葉のっきかた)

水理学関係 立体交叉型運河，ダピ ンチ水門， 多乙/

3 ンダー式製粉所，円錐パノレブ付きポ

ソプ

化学関係 蒸留器

一- 1 ーー

観覧者でにぎあう特別展示会場

光学関係 平面鏡研磨機，大焦点距縦凹面鏡研磨

機

飛行関係 空を飛べる舟，グライター(両翼端を

動かす乙とができる) ，水平ペタノレ付

きはばたき飛行機，ヘリコプター，風

速計，天秤式湿度計， パラジュー卜

舟関係 水車船，しゅんせつ船，二重船体

建設関係 ガラ ータ橋，放物線型旋回橋， 二重防

護壁をもっ円形要塞

兵器関係 城壁攻撃用具，船用後装砲，尖頭弾，

ガイドピンで照準を合せる大砲，ねじ

で照準を合せる大砲 3 段式33連砲，

戦車，大石弓，ばね式投石機

機械関係 自動車，鍛造ハンマー，ねじ切り機

械，ねじを利用したやっと ζ とねじ切

り工具，二本のうでをもった回転式起

重機，重い柱を立てる機械， ジャツ
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キ，印刷機 で関かれており，今回で 2 回目であるただ， 今回の展

繊維機械関係 つむき、機械， 毛ばきり機 示会では， レオナノレド派の絵画を現代科学の眼で徹底的

楽器関係 からくり太鼓 IL分析しようとするねらいがあり ， 多数の絵画作品をX

2 ) アンプロ vアーナ図書館から提供された資料 線分析によって組織的に行った研究は， 世界にも他lζ例

レオナノレド ダ ピンチの手記を保存しておいた絡 がなく ， また 乙 れだけ多数の板絵が 日本に招来されたの

納用ケ ース (実物〕 と手記のオ リ ジナノレから複写し ははじめてであり，本展示会の特筆すべき乙とでもあ

たスライド14枚 る .

3) ユフォノレツァ城古美術博物館から提供された資料

15世紀のすぐれた肖像画家アン ト ニオ ボル ト ラッ 主催 国立科学博物館，朝日新聞社，イタリア国立レ

フィオの 「女性の肖像J (原画)チエーヂレダ オナノレドダピンチ科学技術博物館，スフォ

セストが聖ロッコ教会のために描いた祭壇画の「聖 ノレ :;;7 城古美術博物館

セパスチャンJ 1聖ロッコ j 1聖クリス ト ファ」 後援 文部省， 外務省，東京都教育委員会， 在日イタ

〔原画〕と，ダピンチの「音楽家の肖像J ， その リア大使館， イタリア文化会館

他ボノレ ト ラッフィオ ， セス ト の作品23点で ， とれ等 協賛 イタ 3 アォ y ベッアィネ土，日本オリベッティ株

は何れも X線分析写真が添えられている 式会社

レオナノレド ダ ピ ンチ lζ関する展覧会は， 昭和17年 特別資料提供 ア ンプロ シアーナ図書館

iζ 日本世界文化復興会の主催によって， 上野公園池の端 会期 昭和49年 7 月 31 日 まで

科学技術館で希望館に展示品を譲渡

科学技術館では 3 展示室の全面更新をすすめており

乙れにともない別表の保有展示資料を会員館園に無償譲

渡する乙とになった.詳細は下記IL問い合わせてくださ

譲渡条件: 運搬費自己負担

譲渡期限 7 月末

連絡先: 東京都千代田区北の丸公園 2- 1 科学技術

館展示部展示課担当 島田陶，及川健美

T E L (03) 212-8471 (大代表〉

譲渡資料 単位協

1 コンペアと運搬 可動模型， t{n: 1900 ， 横1900 ， 重

量 500Kg

2 軸受 パネノレ， 縦3800 ， 横1200，実物部品付，重

量 300Kg

3 地球の構造 模型， 縦 900 ， 横 750，高さ 2100 ，

アク V Jレケ ース付

4 石炭のガス化 可動模型，縦1100，横1500，重量

200Kg 

5 石炭の地下貯蔵 可動模型，縦1000 ， 横 300，高

さ 1000 ， (石炭のガス化 とのセッ ト 展示〕

B 銅ができるまで パヰ、ノレと実物， 縦3500，横2300，

実物部品はアク Y ノレケース付，重量50Kg

7 アルミニウムの世界 ノミネノレと模型， 縦6000，横

1000，高さ 2900

2 

8 日本の地質と鉱山 立体パネノレと鉱石，縦2400 ，

横4500，標本ケ ースは1800x 300 x 500のケース 4

個

9 わが国と関連ある海外金属鉱山 パネノレ，縦3000

横6000

10 海の開発 可動模型， 縦2400，横1100，高さ 1800

重量 300Kg (ガラスケ ース付〉

11 石油採掘用パイプ 実物， 長径 300 ， 長さ 500 ，

径のちがうもの合計 6 本，重量 700Kg

12 ボーリング用ピ ッ ト 実物， 縦1700， 横1200，高

さ 1800，重量 500Kg

13 手動式水力採炭機 木製模型，縦1800，横1000 ，

高さ 1400

14 ドラムカ ッ タローダ 実物，縦2000 ， 横7000 ， 高

さ 1000，重量 7 ト ン (作動可能)

15 防災の技術 模型，縦4000 ， 横1400，高さ 1400

16 青函 トンネ)[.. 模型，縦1500 ， 横1500・高さ 1100

重量 300Kg (ガラスケ ース付)

17 若戸大橋 模型縦1500，横7000 ， 高さ 1600

18 若戸大橋メインケーブル 実物， 縦1000 ， 横 600

高さ 600，重量 1 ト ン

19 都市計画の歴史 パネノレ，縦1500 ， 横7000

20 近代都市模型 模型， 縦4000 ， 横4000，高さ 600

21 耐震実験 実験装置， 縦2000，横7000，重量700Kg
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全科協北から南から

自然保 護 憲章におもう

重工業主義の

もとに高度成長

政策がとられ，

また一方ではあ

くなき利潤の追

求によって自然

が全く商品とし

て取扱れたため

に，わが国の自

然は乙の十数年

来急速に荒廃し

てしまった こ とはいまさらいうまでもない .

近年， 各地lζ生じている公害問題とともに人びとの自

然への関心が高まり，環境庁の発足，自然環境保全法の

制定そしてまた各自治体における自然環境保全条例の制

定となり ， 去る 6 月 5 日 lζ は自然保護憲章が国民会議の

名のもとに宣言された

自然保護憲章の制定が提案されてからちょうど10年の

才月が流れてしまっている.いささかおそきに失した感

があるが，各政党，財界から労働組合，学者，文化人，

市民団体など巾広い層の最大公約数的な総意として宣言

されたという乙とは意義のある 乙とだと思う それは今

後のわが国における社会活動，いいかえれば政治，経

済，行政， 教育，スポーツはたまた個人的なレクリェ ー

ジョン lζ至るまで，人間の営みの今後のあり方の指針を

つくったという ととになるからである.

と乙ろでいくら立派な文句を書きならべて宣言しでも

それが実行lζ移されねば何にもならない.自然保護憲章

の制定は自然保護にとっての出発であろう . 今後これを

実行する乙とは非常に困難が伴うであろう ζ とは想像 IC

難くない . いくら国民の総意とはいっても憲章は法律で

はないのだから，実行段階では必ず「総論，サシセイ ・

各論ハシタイ」的な意見や動きが出てくるだろう.おそ

らくそのとき持ち出されて くる論理は， I生活の向上

か，自然の保護かJ ， I 自然保護は私権lζ優先するの

か」 とい う乙とではないかと思う それに対抗する論理

は「生活の向上とは何か，自然破壊は人間の生活を破滅

に導く」というととであり ， また「自然はもはや私有物

ではなく，人類の共有財産であり，その認識の上 IC立つ

大阪市立自然史博物館長

千地万造

た私権の行使」が理解されるようにしなければならな

し、

しかしとれは大へんな乙とだと思う 自然を人類の共

有財産とし，その節度ある利用によって自然を破壊から

守りながらわれわれの生活を向上させてゆくための ， 政

治と行政のあり方， 経済のしくみ，科学研究の成果， 教

育の方法が真剣に追求される必要がある .

と ζ ろで，自然保護にはいろいろな観点や解釈があ

る . ある λ は美しい自然景観を保護したいと考え ， また

ある人は稀少な自然物を失うまいとする.前者iζ対して

は情緒的だという批判があり，後者 lこ対してはそれがい

ったい何の役lζ立のだという声が聞かれる . 学術研究の

場としての自然の価値を訴える学者lζ対して，一方では

学者のエゴイズムという人が出てくる . 資源の確保を重

視する観点に立つ人があればそれを私権の抑制だと反対

する こ ともできる.地域環境の保全を前面 IC 出した保護

運動もあれば，それを地域エゴイズムという人も出てく

る . 私は ζ れら千差万別の観点や解釈を尊重 したい . 多

くの異る意見の人びとがフラ ンク IC話し合って， その中

から自然保護の本当の意味が理解されてくるのだと思

う 百家争l鳴おおいに結構である.

ただ大切なことは，私の周囲でもよくお乙りがちなと

となのだが，自分の立湯だけが正しいと思い込まないこ

とである . 自分達のしている運動だけが本物の自然保護

運動だという思いあがりはセクト主義におちいり ，他の

立場 ・ 自然保護運動を抑圧し，全体として自然保護の力

を弱めてしまう.自然保護運動を行っているグループは

実に多いが，それぞれのグループにはその構成メシパー

や生いたちがそれぞれちがっていて， おのずからグルー

プ。の特色もあれば力の限界もあるのはどうしようもな

い.要はお互いの特色を生かし合い ， 力を補い合って全

体として前進することである .

今後各地で起ってくるであろう「総論サンセイ ・ 各論

ハンタイ」の動きの中で，人間の生活基盤いいかえれば

それなくして人聞は生きのびてゆけない自然を保全する

ととはなみたいていのととではない

3 -
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会員館園の紹介

川崎市青少年科学館

所在地 神奈川県川崎市多摩区生田緑地9310

事 214 電話 (044) 900-2751 

道 順小田急線向ケ丘遊園駅下車徒歩15分

国鉄南部線登戸駅下車徒歩20分

運 営 市立(館長浅尾正昭)

開館時間 午前 9 時30分~午後 41時45分

(事情により開館時閣を変更する乙とがあります)

休館日 定休日は月曜日，他に年末年始 ・ 祝日の翌日

機械点検日が休館となります

入館料 無料(但し，プラネタ Y クム観覧料は 1 人で 川崎市青少年科学館の全景

20円〕 を取りあげ， 充実した科学館本館を作ろうと具体的な構

当館の環境 :僚を練っている .

当館は， 川崎の北部地域にあり，南部の工業地帯とは 教育活動

途って緑の自然に囲まれた生田緑地の中Kあります と プラネタ D クムは，学校教育の理科授業の一環として

なりには， 古い民家を集め，野外展示博物館としての日 も行なわれており，各学年に応じたカリキュラム編成が

本民家園があります. 四季の移り変わりとともに変化し なされている . また教員の研修等K も広く利用されてい

ていく自然は，自然観察にはかかせないものです る

沿革 普及活動

当市の青少年科学館は， 当初学校教育の理科教育の充 (1) 科学lζ 関する講演会 ・ 講習会

実という ねらいで計画が進められてきたが， 当市Kは勤 (2) 天文 ・ 気象関係講習会

労青少年も大勢いる乙とか ら社会教育K も活用できる科 (3) 展示会

学館を作ろうというようにねらいが変わってきた (4) 科学映画会

昭和45年度に第一期計画としてプラネタリクムが作ら (6) 夏休み理科相談室

れたが，将来は ， 科学教育の基本的な問題や地域の自然 (6) 科学工作教室
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山形県立博物館の人事異動・組織の改正

山形県立博物館の人事および組織がつぎのよ うに変わ

っ たのでお知らせします.

昭和49年 4 月 l 日付で、山形県教育研究所長佐藤信一氏

が新館長として就任した また新しく副館長の職制が設

けられ山形県立図書館副館長鈴木秀直氏が就任した.な

お，前館長結城嘉美氏は嘱託として引続き同博物館K勤

務されている.

ζ れにともなって，組織も改められ，館長，副館長の

もとに，庶務課(課長，副館長兼務) .業務課〔課長，

村川信夫氏)の 2 課が置かれ，業務課は資料係， 調査研

究係， 展示係， 教育普及係の 4 係にわかれている . 乙乙

で注目されるととは，業務係の 4 係で， それぞれに主任

が副主任を設け，たとえば， 調査研究係の主任であ って

も展示係， 教育普及係の副主任 iとなっている . ねら い

は，いろいろあるであろうが，そのーっとして少ない人

4 

員で， 多分野IC わたる専門的職務を効果的 IC実施して行

くための試みもあると思われ，博物館の運営iζ一つの示

唆を与えるものでその成果を期待してやまない. 参考ま

でに開館の職員数は，定数 9 名，その他l属託，事務補助

員を加え現員数23名である

なお，各課， 係の分掌事務は明文化されているので，

必要な方は，開館 IC問い合わされるとよろしいかと思い

ます.
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あとがき

全科協ニュース(通巻第17号〕をお届けいたします

たいへんおそくなりました 乙とをお詫びします.

乙のニュ ースも昨年来の狂乱物価のあおりをうけ. liJj 

を痛めていますが，なお， いっそうの努力をしたいと思

いますので， 原稿ならびに情報の提供等みなさまのど協

力をお願いします.
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